
要 旨

現代社会で生活する際には，状況に合わせて自己を変化させる必要が生じる。これは外的な環境に適応

するという観点からの要請である。一方で，自己が場面間で矛盾無く一貫し，安定的に主体性を自覚する

ことも求められている。これは内的世界の安定的な構築という観点からの要請である。これらの課題につ

いて現代社会の自己がどのように対応しているかを調査した。その結果，「本当の自分」が現れていると

感じることを伴う主体性は私的な場面で強く自覚されており，そのような自己を公的な場面にまで維持さ

せることで自己の一貫性を得ていると考えられる結果が得られた。

問 題

人は，様々な場面や状況に合わせて複数の自己を使い分けることができる。学校や仕事場での振る舞い

と，家族や友人との団らんにおけるそれとが大きく異なり，別の人格のように感じられることも珍しくは

ないであろう。この点から言えば自己は状況との関わりにおいて生じるものであり，状況が変われば自己

も変わり，状況の数だけ自己が存在するといってよいであろう。 （ ）は，自己の形成が個人内で

独立して行われるのではなく，他者との相互作用の中で構成されるということを前提としていたようであ

り，自分のイメージを抱いている他者の数だけ人は自己を持つとして，これらを社会的客我（ ）と

よんだ。つまり，相互作用する他者との間に自己が生じ，異なる他者とは異なる相互作用をするために，

生じる自己は他者の数だけ増えることを示唆したのである。生活する社会的環境が複雑な現代社会におい

ては，外的環境に適応しようとすれば自己が多面化することは必至であろう。

他者に対して呈示する姿だけでなく，同時に自己自身に感じられる自己の姿も，状況と同時に変化する

ものであり，これも多くの研究によって明らかにされていることである。例えば， （ ）

は，同席した他者が好印象を与える人物であった場合に，被験者は自尊心を低下させ，他者が否定的な印

象を与える人物であった場合には，自尊心を上昇させることを明らかにしている。また，

（ ）の状況的アイデンティティ（ ）， （ ）の作動自己概念（

）などの概念も，状況によって変化する自己の側面を描き出している。

現代社会における個人は，複数の集団に所属し，社会的関係が交錯するという複雑な環境におかれてお

り，それぞれの環境で生じる自己の多面性が現代に特有の傾向とされてきた。個人が関わる社会的場面の

複数化や，場面に依存して変化する自己の姿は，現代的な自己を扱う多くの理論の中で扱われている。例

えば， （ ）の他者指向的性格， （ ）の柔軟な自己（ ），

（ ）の社会的生活世界の複数化などの議論がそれに当てはまるものといえよう。いずれの議

論でも，現代社会の複雑化に適応しようとする自己の姿が描かれている。
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複数の自己が存在しているということは，当該の状況に合わせて環境に関わることが可能であり，外的

な社会的環境からの要請に適宜応えられるという点で適応的であると思われる。しかしながら，状況に合

わせて自己を複数化して対応することは，環境に働きかける主体的な存在としての自己をいかに構築し，

それを顧みるかという，いわば内的世界の安定的な構築という要請に関しては必ずしも十分に応えられて

いないように思われる。個人内での自己の表出の仕方が多様になったことは現代社会の特徴と言えるであ

ろうが，そのことは，自己の完全なる断片化や寄せ集めの状態が個人に受け入れられていることを必ずし

も意味するわけではないのである。そこには，「本当の自分」，「自分そのもの」などのように感じられ，

自己の行動を生起させたり方向づけている個人の主体性そのものと自覚される側面があり，それが複数の

場面間で矛盾無く一貫し，安定的なパーソナリティとして自覚できるよう求められていると考えられる。

かつて （ ）が，アイデンティティを定義する際に重要な要素として斉一性（ ）と連続

性（ ）をあげ，そのように自己が統合されていなければアイデンティティ混乱に陥ることを指

摘したように，これは自己やアイデンティティというキーワードを論じた研究の中で中心的問題として古

くから扱われている。

自己が一貫した自己を感じようと求める動機については近年でも議論されている。 （ ）は，社

会学でのアイデンティティに関する研究と心理学での自己概念に関する研究を概観した上で，自己の意味

や一貫性，自己理解を求め，リアルに感じる自己の核心部分を維持しようとする自己動機（ ）が

存在することを仮定し，その動機が満たされる時の感覚を本来感（ ）とよんだ。そして，ルネッ

サンス時代の作家やシェイクスピアの文章にも，本来感を求める心情を表現したものがあることなどをあ

げ，本来感を求めるのが現代社会に限らない普遍的な動機であるとした（ ）。また，現代社会

は自己の一貫性を容易に得られるとは言い難く，本来感を得るのは困難を伴うため，それを得ようとする

ために社会環境を変革する可能性もあることを指摘した。さらに （ ）も，本来の自己と感じる意

見や行動を表出することの重要性を指摘している。人は幼児の頃から本来の自己と異なる意見や行動を表

出することがあり，生涯をとおしてみられることが認められているが，中でも特に，青年期以降の特に女

性にとって，本来の自己を表出できないことは重大な問題であり改善すべきこととして扱われている。

近年のわが国において，本当の自分を感じる事の重要性に関する実証的な検討を行ったものとしては伊

藤・小玉（ ）の研究がある。彼らは，心理臨床の領域やポジティブ心理学において，適応的という観

点から本来感というものが重要であるととらえられていることを紹介しつつ，この概念を実証的に検討す

ることの重要性を指摘し，本来感を測定する尺度を構成している。大学生を対象とした調査の結果，「い

つも自分らしくいられる」などの項目で測定される，いわば生活全般における本来感を感じていることが，

抑うつや不安の低さ，人生に対する満足，心理的ウェルビーイングに肯定的な影響を与えていることを明

らかにした。

状況に合わせて自己を変化させることは外的環境への適応の点から求められるが，一方で，状況の変化

にとらわれず自己を一貫させることも，内的世界の構築という点からは望まれることであり，心理的なウェ

ルビーイングがもたらされることもある。これらは一見すると相矛盾するが，いずれか一方しか成立しな

いものであるのか，それとも，何らかの仕組みによって両立，統合が行われる場合もあるのであろうか。

つの解決策として，職業などのような，社会から要請される役割等に自己を同化させ，それを様々な

他の場面にまで維持して一貫性を保つということが考えられる。客観的にみれば他者から与えられた規範

に同調する行動であっても，それに同化して，その主体的行動を本当の自分の意思によるものと感じるよ

うになることは珍しくはない。このことは古くから社会心理学者の関心を集め，態度変容研究や役割取得

過程の研究，内発的動機づけに関するものなど多くの研究によって確認されてきたことである。また，こ

のような，目的や規範，役割等の同化は一時的なものではなく，ある程度の期間は維持すると考えられて
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いる。 （ ）は，職業行動時の態度などを，適切でない状況であるはずの家庭や近所付き合い

時などにまで維持させたり，退職後にも仕事の態度や行動を維持させることがあると指摘している。それ

は価値の高い役割の場合だけでなく，価値の低い役割であっても維持される場合があるという。当該の役

割の遂行が適切でないと考えられる状況にまで持ち込まれることは，役割と自己とは融合（

）しつつ他の場面にまで自己が一貫することを示している。

しかし，現代社会の特徴として，職業行動等の中に本当の自分が見いだせなくなったことを指摘する議

論は少なくない。例えば （ ）は，工業生産が近代社会の重要な特徴である

ことを指摘し，そこに従事することは，機械的工程の一部分となることであり，類似の訓練を受けた者に

よって代替しうるものであるという。また，仕事量は量化可能な基準によって評価されるが，目前の作業

が全体として何の目的に沿っており，最終的にどのような生産をもたらすかという関係性が不明確である

という。これらのことが，仕事の上での自己を非個人的な機能者としてとらえさせ匿名化させ，そこでの

自己は現実性が弱いと感じられるため，主観的に自己自身を確認することができない「疎外」を体験する

というのである。

（ ）の指摘もこれに重複するところが多く，「本当の自分」，「自分そのもの」という感覚を伴

う側面を自己観念（ ）とよび，以前は，規範，価値，理想などに同調し，自己統制によって

達成を目指す文脈，すなわち「制度」の文脈に自己観念が見いだされていたのに対して，効率的な生産拡

張という社会の志向が薄らぎ，規律や愛他精神などの価値観もその根拠となる生産活動の重要性が低下し

たことから，自己観念は「衝動」の文脈で，すなわち，制度に基づく規範，価値，理想などにとらわれず，

その意味で社会的でないともいえる感情や行動を解放する中に見出されるようになったと指摘する。

さらに （ ）は，現代社会における新しい自己が現れた背景には，新技術が登場した

ことや，農業，工業従事者の割合が減少しサービス業等の第三次産業が発展したことがあり，コンピュー

タを初めとする進歩の速い新技術や，量より質を求めるサービス業は，現代社会の仕事の仕方や態度，人

間関係などを大きく変える原因となり，その結果として，「衝動」と「過程」すなわち，それ自身の発展

と実現以外に目的のない行動に特徴づけられる自己へと移行したという。

以上のような議論はいずれも「制度」の文脈である産業組織等そのものに変化が生じ，そこに自己を重

ね合わせることができなくなったことを指摘している。それ故に，この方略によって複数の場面に一貫す

る自己を維持していくことは困難になったと考えられるのである。

そこで，もう一つの解決策として，「衝動」の文脈において本当の自分だと感じる個人的主体性を，他

の場面に持続させることで一貫性を得る方略が考えられる。個人的主体性の自覚は，規範など他者や集団

という自己以外の主体からの要請に対して必ずしも同調しない場合に感じやすいはずである（

）。これは，例えば一人で過ごす自由な時間や，家族や親しい友人との団らんなどの私的な場面であ

ろう。このような場面では，強い規範から自己の行動を規定されず，自由にのびのびと行動しやすいだけ

でなく，他者からの要請に抗うことも仕事中などに比べれば容易にできる場合が多い。そこで感じられる

個人的主体性を「制度」の文脈にまで持続することによって，一貫性のある本当の自分を強く感じられる

はずである。

以上の議論をもとに，現代の大学生を対象として，「衝動」の文脈で感じられる自己から拡張して一貫

性を保つことが，本当の自分が現れていると感じることと関連しているかを以下のような調査によって検

討した。

方 法

調査対象者は私立大学生の女性 名。講義の時間を利用して質問紙を配布し回答を求めた。質問項目は
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以下の つの項目群から構成されている。

まず，「各場面に現れる本当の自分」は以下の つの場面について測定した。「『制度 個人的』に現れ

る本当の自分」“具体的な仕事や勉強，練習などを一人でがんばっている時に，どの程度本当の自分が現

れていると感じますか”，「『制度 対人的』に現れる本当の自分」“具体的な仕事や勉強，練習などを仲間

とやっている時に，どの程度本当の自分が現れていると感じますか”，「『衝動 個人的』に現れる本当の

自分」“一人で自由に好きなことをしている時に，どの程度本当の自分が現れていると感じますか”，「『衝

動 対人的』に現れる本当の自分」“自分の気持ちを隠さずに他者と接している時，どの程度本当の自分

が現れていると感じますか”。以上はそれぞれ 件法（ 全く感じない 非常に感じる）で回答さ

せた。

次に，「各場面における性格特性」の測定は，和田（ ）の 尺度に基づいて性格特性語 対

を用いた。本当の自分がどのような性格であるかを， 場面それぞれについて 段階の 法で測定した。

さらに，「他の場面での自己が現れていると感じる程度」の測定は以下のような 種である。「制度 個

人的」から「衝動 個人的」へ“一人で自由に好きなことをしている時に，具体的な仕事や勉強，練習な

どを一人でがんばっている時の自分があらわれていると感じますか”，「衝動 個人的」から「制度 個人

的」へ“具体的な仕事や勉強，練習などを一人でがんばっている時に，一人で自由に好きなことをしてい

る時の自分があらわれていると感じますか”，「制度 対人的」から「衝動 対人的」へ“自分の気持ちを

隠さずに他者と接している時に，具体的な仕事や勉強，練習などを仲間とやっている時の自分があらわれ

ていると感じますか”，「衝動 対人的」から「制度 対人的」へ“具体的な仕事や勉強，練習などを仲間

とやっている時に，自分の気持ちを隠さずに他者と接している時の自分があらわれていると感じますか”。

これらの項目群は，それぞれ 件法（ 全く感じない 非常に感じる）で回答させた。

結 果

本当の自分を感じる程度を場面間で比較するために，「各場面に現れる本当の自分」で測定された値を

従属変数として （文脈 制度・衝動） （社会性 個人的・対人的）の 要因分散分析を行ったとこ

ろ，「文脈」の主効果（（ ） ），および「社会性」の主効果（（ ） ）が

有意であり，「制度」よりも「衝動」の方が有意に高く，「対人的」より「個人的」の方が有意に高かった

（「制度 個人的」 ，「制度 対人的」 ，「衝動 個人的」

，「衝動 対人的」 ）。下位検定の結果，すべての水準での単純主効果が有意

であった（ ）。

「各場面における性格特性」で測定された 対の性格特性を因子分析したところ，固有値は 因子解で

， 因子解で であり，寄与率は第 因子が ％と低かったため，単純な因子構造で解釈できた

因子解（プロマックス回転）を採用した。第 因子は“話し好き”に代表される「外向性」，第 因子

は“悩みがち”に代表される「神経症傾向」，第 因子は“いい加減な”に代表される「誠実性」，第 因

子は“独創的”に代表される「開放性」とした。従来の における第 因子の項目はすべて今回の

第 因子に含まれ，第 因子から第 因子は従来通り（和田 ）の項目構成であった。

「他の文脈での自己が現れていると感じる程度」を場面間で比較するために，この値を従属変数として

（文脈方向 制度 衝動・衝動 制度） （社会性 個人的・対人的）の 要因分散分析を行ったと

ころ，「社会性」の主効果（（ ） ），および交互作用（（ ） ）が有意で

あり，下位検定の結果，「対人的場面における衝動 制度」（ ）よりも「個人的場面に

おける衝動 制度」（ ）の方が有意に高いという単純主効果がみられた（（ ）

）。
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次に，制度と衝動のいずれの文脈から他方に自己が一貫することが本当の自分を感じる程度の高まりと

関連するかを検討するために， つの要因間（「本当の自分を感じる程度」，「制度 衝動」，「衝動 制度」）

における偏相関係数を，制度と衝動，対人的場面と個人的場面の別に算出した。その結果，個人的場面に

おいては，「制度」の文脈での自己が「衝動」に現れている程度と「衝動」に感じる本当の自分の程度と

の間に正の関係があり，対人的場面においては，「衝動」の文脈での自己が「制度」に現れている程度が，

「制度」に感じる本当の自分の程度と，「衝動」に感じる本当の自分の程度との間にそれぞれ正の関係が

みられた（ ）。
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本当の自分の程度と他の文脈から自己の拡張との関わり（偏相関）

制度に感じる本当の
自分の程度

衝動に感じる本当の
自分の程度

個人的場面
“制度”の文脈での自己が
“衝動”に現れている程度
“衝動”の文脈での自己が
“制度”に現れている程度

対人的場面
“制度”の文脈での自己が
“衝動”に現れている程度
“衝動”の文脈での自己が
“制度”に現れている程度

どのような性格特性の個人が文脈間での一貫性の程度が高いかを検討するために，個人的場面と対人的

場面別に，制度と衝動で本当の自分を感じる程度がいずれも中央値以上の者（「一貫的自己群」）と中央値

未満の者（「非一貫的自己群」）とを分け（いずれの場面でも高群 名，低群 名），性格特性の つの因

子の得点を従属変数とした 検定を制度と衝動の文脈ごとに行った。その結果，「衝動 個人的」における

性格特性の第 因子（（ ） ）に有意な差があり，「一貫的自己群」の方が独創的などの特徴

があることが明らかになった。また，「衝動 対人的」における性格特性の第 因子（（ ） ），

第 因子（（ ） ），第 因子（（ ） ）に有意な差があり，「一貫的自己群」の

方が話し好きで，悩みにくく，独創的などの特徴があることが明らかになった。

考 察

「制度」よりも「衝動」の場面で本当の自分を強く感じるという傾向は， （ ）の指摘に沿う

ものであり，田島（ ）の結果とも一致している。また，対人的場面よりも個人的場面において本当の

自分を強く感じるという傾向は，船津（ ）が現代の日本の大学生を調査対象とした結果をもとに，た

とえ親密な他者との関係であっても本当の自分を見出すことができなくなってきていると指摘する現象の

一端がここにも現れているといえる。

他の文脈での自己が現れていると感じる程度が個人的場面において高く，特に，対人的場面における衝

動の自己よりも個人的場面における衝動の自己が他の文脈にまで維持される程度が強かったが，これが直

接に本当の自分を感じる程度と関連を持っているわけではなかった。



個人的場面において，「制度」の文脈での自己が「衝動」に現れている程度が「衝動」に感じる本当の

自分の程度と正の関係にあり，「制度」に感じる本当の自分の程度と無関係であった理由は明らかではない。

「制度」と「衝動」で感じる本当の自分の程度がともに高い群の個人的場面における「衝動」の文脈で，

独創的などの性格特性上の特徴があったことから，独創性を必要とするような，例えば一人で行う趣味等

の有無が個人的場面における自己の一貫性に関連している可能性が考えられるが，本当の自分の程度と正

の関係にあったのが「制度」の文脈での自己が「衝動」に現れている程度であったことについてなど詳細

な検討が必要である。

対人的場面において，「衝動」の文脈での自己が「制度」に現れている程度が「制度」および「衝動」

に感じる本当の自分の程度と正の関係にあったことは，本当の自分を感じやすい「衝動」から「制度」へ

と一貫することで本当の自分を感じる程度が一層強まっているという考えを支持するものである。これが

現代の日本の女子大学生に限った現象であるかどうかは確認が必要である。また，「制度」と「衝動」で

感じる本当の自分の程度がともに高い群の対人的場面における「衝動」の文脈で，話好き，悩みにくい，

独創的などの性格特性上の特徴があったことは，このような性格特性が「制度」の文脈にまで一貫させや

すいものであり，それが現代社会における自己の一貫性に肯定的な効果をもつことを示唆しているといえ

よう。

「衝動」の文脈における本当の自分と感じやすい自己を「制度」の文脈に一貫させようとする例は，さ

まざまな場面で生じているように思われる。例えば，近年，インターネットでの大学新卒者向け就職情報

サイトでは，希望の就職先を探し出すためのキーワードによる検索サービスが充実している。キーワード

として「さんづけ」と入力してみると，上司であっても肩書きではなく「さんづけ」で呼び合うことを売

り文句にしているかなりの数の企業が選び出されるのである。就職時に「制度」の文脈での適切な言葉遣

いへと切り替えるのではなく，「衝動」の文脈での他者への接し方を維持させたまま企業で働くことが魅

力的に感じる大学生が多いことを物語っているように思われる。

また，「友達親子」と表現される親子関係が現代的特徴であるとされて，その是非等が論じられること

がある。「友達親子」とは，一般的には，親子の境界が無く，子を甘やかしている友達のような親子関係

を指すと言われているが，滝井（ ）によれば，実際には子へのしつけは厳しく，母親としての役割（上

下関係）という側面を持ち合わせていることが「友達親子」の特徴であるという。つまり，友達親子とは，

「制度」の文脈をなくしてしまったのではなく，役割関係のある「制度」の文脈に，友達という「衝動」

の文脈でのつきあい方を持ち込んでいるのである。これも，「衝動」から自己を一貫させている例である

といえるのではないだろうか。

しかし，上述したような「衝動」から維持される自己は社会性のある役割を伴ったものではなく，単な

る自己自身にのみ自覚される個人的な主体性でしかない。従って，一貫させることによる本当の自分の安

定性は得られても，社会の中で有意味なものとして定位される側面を含めて自己に統合させるという問題

は解決されていないままであると思われる。
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